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「
岩
国
・
大
竹
道
路
」
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

「
岩
国
・
大
竹
道
路
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書
に
対
す
る
答
弁
書
（
以
下
、
「
答
弁
書
」
と
い
う
）
に
関
し
、
次
の
通
り
、

再
質
問
す
る
。

�

�
の
�
に
つ
い
て

�

供
用
開
始
時
期
を
示
さ
な
い
事
由
は
何
か
。

�

用
地
買
収
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
岩
国
市
側
、
大
竹
市
側
個
別
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

大
竹
市
側
の
小
方
地
区
の
移
転
問
題
に
つ
い
て
経
過
を
含
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

�
の
�
に
つ
い
て

�

都
市
計
画
法
に
基
づ
い
て
の
「
道
づ
く
り
」
の
ス
ト
ー
リ
ー
と
考
え
ら
れ
る
が
、
都
市
計
画
決
定
前
に
は
現
行
の
ル
ー

ト
と
は
異
な
っ
た
計
画
案
が
存
在
し
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
内
容
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

そ
の
変
更
に
際
し
、
何
が
障
害
に
な
り
、
現
計
画
に
決
定
し
た
の
か
、
事
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

ル
ー
ト
の
選
定
要
件
の
中
で
、
地
形
、
周
辺
の
土
地
利
用
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
が
、
室
の
木
台
周
辺
の
土
地
条
件
図
や

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
は
考
慮
さ
れ
て
い
る
か
。

一



�

�
の
�
�
に
つ
い
て

�

広
島
高
速
公
社
が
施
工
し
た
二
〇
〇
三
年
完
成
の
福
木
ト
ン
ネ
ル
の
事
例
を
現
時
点
で
は
考
慮
し
な
い
の
か
。

�

都
市
計
画
の
手
続
は
、
裁
判
の
判
例
で
も
「
周
辺
住
民
の
生
活
環
境
の
悪
化
等
を
考
慮
し
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
」
と

断
定
し
て
い
る
と
お
り
、
道
路
整
備
優
先
の
法
体
系
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
都
市
計
画
決
定
の
前
の
段
階
で
住
民
説
明
会

を
十
分
行
い
、
住
民
の
声
を
そ
の
計
画
に
反
映
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

�

�
の
�
�
に
つ
い
て

�

国
道
二
号
線
の
交
通
渋
滞
の
緩
和
は
国
土
交
通
省
の
計
画
で
は
大
竹
市
小
方
ま
で
と
な
り
、
そ
れ
以
東
で
は
再
び
渋
滞

が
発
生
し
、
宮
島
地
区
の
住
民
や
諸
団
体
よ
り
苦
情
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
山
陽
自
動
車
道
、
広
島
岩
国
道
路

の
無
料
化
、
値
下
げ
の
要
求
に
対
し
て
、
背
信
行
為
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

�

広
島
岩
国
道
路
建
設
の
経
過
か
ら
し
て
「
山
陽
道
」
建
設
が
で
き
な
い
現
在
、
何
ら
か
の
対
案
な
り
、
別
の
方
向
性
を

含
ん
だ
考
え
を
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

�

�
の
�
に
つ
い
て

現
在
、
平
田
バ
イ
パ
ス
は
新
岩
国
駅
周
辺
ま
で
延
長
計
画
が
あ
り
、
用
地
買
収
終
了
後
着
手
さ
れ
る
手
は
ず
に
な
っ
て
い

二



る
。
広
島
県
と
の
県
境
の
「
両
国
橋
」
も
山
口
・
広
島
両
県
の
予
算
で
架
け
替
え
る
計
画
で
あ
る
。
国
道
百
八
十
六
号
も
歩

道
整
備
が
計
画
さ
れ
、
油
木
ト
ン
ネ
ル
も
完
成
し
て
い
る
。
現
在
、
南
バ
イ
パ
ス
完
成
後
、
こ
の
上
記
二
つ
の
バ
イ
パ
ス
完

成
と
あ
い
ま
っ
て
、
国
道
百
八
十
八
号
の
渋
滞
緩
和
及
び
平
田
バ
イ
パ
ス
と
関
関
バ
イ
パ
ス
を
利
用
し
大
竹
へ
と
行
く
者
が

増
加
し
て
い
る
。
平
田
バ
イ
パ
ス
の
延
長
と
両
国
橋
周
辺
の
整
備
が
進
め
ば
、
間
違
い
な
く
利
用
者
が
増
加
す
る
と
思
わ
れ

る
。
答
弁
書
に
述
べ
て
い
る
「
道
路
の
規
格
」
が
低
か
ろ
う
が
、
一
�
五
倍
の
大
回
り
で
あ
ろ
う
が
、
利
用
者
は
渋
滞
を
避

け
て
便
利
な
ル
ー
ト
を
選
択
し
、
利
用
し
て
い
る
と
い
う
現
実
を
調
査
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

�

�
の
�
に
つ
い
て

�

山
手
ト
ン
ネ
ル
の
施
工
方
法
は
、
都
市
型
か
山
岳
型
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

山
岳
型
は
広
島
県
の
福
木
ト
ン
ネ
ル
の
地
盤
沈
下
の
事
象
と
同
様
に
切
羽
が
生
じ
た
場
合
、
完
全
な
水
抜
き
を
徹
底
し

て
行
う
工
法
で
あ
り
、
ト
ン
ネ
ル
の
上
部
の
宅
地
に
対
し
て
大
い
に
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
し
、
騒
音
や
振
動

の
少
な
い
工
法
と
は
述
べ
て
い
る
が
、
水
抜
き
は
し
な
い
と
は
一
言
も
述
べ
て
い
な
い
。
施
工
方
法
等
を
明
ら
か
に
さ
れ

た
い
。

�

�
の
�
に
つ
い
て

三



二
酸
化
炭
素
等
の
定
点
で
の
測
定
は
、
現
代
科
学
の
見
地
か
ら
は
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
国
土
交
通
省
の
調
査
は
幹

線
道
路
調
査
事
務
所
が
株
式
会
社
「
長
大
」
に
依
頼
し
て
行
っ
て
い
る
が
、
調
査
結
果
は
環
境
基
準
値
を
超
え
な
い
範
囲
内

で
の
数
値
を
羅
列
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
国
土
交
通
省
の
予
算
で
の
請
負
で
は
当
然
、
上
部
か
ら
の
指
示

や
特
別
指
示
事
項
が
あ
り
、
請
負
会
社
は
そ
の
範
囲
を
超
え
て
仕
事
を
行
う
こ
と
は
な
い
と
い
う
疑
念
を
持
た
れ
る
。
だ
れ

が
見
て
も
信
用
で
き
る
方
法
に
よ
り
測
定
さ
れ
た
、
信
頼
で
き
る
数
値
を
公
表
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

�

�
の
�
に
つ
い
て

�

地
質
が
花
嵩
岩
と
の
見
解
か
。

�

花
嵩
岩
に
は
様
々
の
種
類
が
あ
り
、
固
い
も
の
か
ら
脆
い
も
の
ま
で
あ
る
。
固
い
も
の
で
も
水
分
が
抜
け
る
と
風
化
し

て
脆
く
な
る
が
、
承
知
し
て
い
る
か
。

�

土
被
り
が
「
四
十
ｍ
」
あ
れ
ば
大
丈
夫
と
い
う
見
解
か
。
当
該
地
は
、
高
台
団
地
で
あ
り
、
造
成
の
過
程
や
中
身
が
大

事
だ
と
思
う
が
如
何
。

�

ト
ン
ネ
ル
を
掘
る
際
に
は
水
抜
き
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
そ
の
懸
念
に
対
し
て
は
、
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
つ
も

り
か
。

四



�

�
の
�
に
つ
い
て

地
震
以
外
に
は
影
響
が
な
い
と
考
え
る
の
か
。
地
滑
り
や
土
石
流
等
の
二
次
災
害
に
は
関
係
な
い
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ

た
い
。

�

�
の
�
に
つ
い
て

�

答
弁
書
の
数
値
は
「
予
測
値
」
で
あ
り
、
実
測
値
で
は
な
い
。
「
予
測
値
」
の
根
拠
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

環
境
保
全
目
標
は
環
境
基
準
値
と
は
異
な
る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

「
目
標
」
は
努
力
義
務
な
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

��

�
の
�
に
つ
い
て

国
土
交
通
省
の
実
施
す
る
公
共
事
業
に
関
し
て
、
地
価
の
下
落
に
つ
い
て
は
補
償
が
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

「
地
価
の
変
動
」
と
い
う
概
念
（
用
語
）
は
、
国
土
交
通
省
の
通
達
文
や
地
価
の
評
価
基
準
の
項
目
な
ど
に
存
在
し
て
お

り
、
ま
た
、
国
税
や
相
続
税
の
基
準
に
も
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
さ
ら
に
原
状
回
復
の
原
理
か
ら
す
れ
ば
、
土

地
の
地
価
下
落
は
補
償
項
目
に
加
え
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
如
何
。

��

�
の
�
に
つ
い
て

五



�

環
境
影
響
評
価
及
び
都
市
計
画
の
案
に
関
す
る
説
明
会
が
十
二
回
開
催
さ
れ
た
と
あ
る
が
、
そ
の
内
訳
に
つ
い
て
、
日

時
、
会
の
案
内
方
法
、
場
所
、
各
日
の
参
加
人
数
や
意
見
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

測
量
に
関
す
る
説
明
会
が
二
十
六
回
開
催
さ
れ
た
と
あ
る
が
、
そ
の
内
訳
に
つ
い
て
、
日
時
、
会
の
案
内
方
法
、
場

所
、
各
日
の
参
加
人
数
や
意
見
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

設
計
協
議
に
関
す
る
説
明
会
が
二
十
八
回
開
催
さ
れ
た
と
あ
る
が
、
そ
の
内
訳
に
つ
い
て
、
日
時
、
会
の
案
内
方
法
、

場
所
、
各
日
の
参
加
人
数
や
意
見
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

用
地
取
得
に
関
す
る
説
明
会
が
十
九
回
開
催
さ
れ
た
と
あ
る
が
、
そ
の
内
訳
に
つ
い
て
、
日
時
、
会
の
案
内
方
法
、
場

所
、
各
日
の
参
加
人
数
や
意
見
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

六


